
□水稲・麦類 □豆類（大豆、小豆等） □畜産等（　　　　　　　　　）

□露地野菜 □露地花き □露地果樹

□施設野菜 □施設花き □施設果樹

地目
㎡ ㎡ 棟 ㎡ 棟 ㎡

事

業

計

画

(3)耕作又は養畜の事業の種別

合計 合計

（耕種）
現在 取得後 取得後作目・部門 現在

作付面積　㎡ 作付面積　㎡ (畜産） 飼養頭数 飼養頭数

(棚、ハウス等)(市町村) (市町村)

生産

作目・部門

経営面積合計 経営面積合計

所有地

借入地

貸付地

所在地
農用地 農業生産施設

区分 所在地 現在 取得後 現在 取得後種別経

営

規

模

営 農 計 画 書

氏　名 住　所

(1)農地等に係る権利の取得の目的及び経営の方針

(2)申請農地に対する作付(飼養)計画



２　農業技術

２-１　地域との協調性

２-２　労 働 力

年 齢
年 間
労 働
日 数

農 業
経 験
年 数

農 業
年 間 従 事
日 数

（才） ※１（日） （年） ※２（日）

※１ 現在、農業以外に勤務先（自営業を含む）がある場合、勤務先の年間勤務日数を記載する。

※２ ８時間で１日と計算します。

例：土曜日と日曜日にそれぞれ4時間農業従事した場合、計8時間で1日従事とする。

雇

用

労

力

家

族

農 作 業 従 事 者 名 続 柄



３　農家世帯の所得計画（農地取得後）

（単位：㎏、円）

現在 取得後

生産量

売上高

生産量

売上高

生産量

売上高

生産量

売上高

生産量

売上高

生産量

売上高

種苗費

素畜費

肥料費

飼料費

農具費

農薬衛生費

動力光熱費

地代・賃借料

土地改良及び水利費

減価償却費

荷造運賃手数料

雇人費

その他

作目・部門

その他（雑収入）

農
業
収
入

農
業
経
営
費

農外収入④

差引金額③＝①－②

売上高　合計①

合計②

農外支出⑤

総所得⑥＝③+④-⑤



金　　額※１

現在 計画
（円）

※１　現在所有している農業機械や施設等については記載不要。

※２　保管場所が自宅以外の場合は、位置図を添付して下さい。

４　農業機械・施設の現状及び計画

農業機械・施設の名称
台 数

購　入　先・
借　入　先　名

（時期）
※１

保 管 場 所
（所在地）
※ ２

規模・能力
購入・
借入別
※１



(作業者×作業時間) (人)

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

※１　耕作を行う作物の主な農作業（水稲の例：耕耘、育苗、田植え、収穫、乾燥調整）

について、農作業期間を明示し、作業名を記入する。

※２　農作業を委託する場合：備考欄に委託先名、住所、電話番号を記入する。

※３　農地の所在地毎（既に借入している農地を含む）に計画を作成する。

　ただし、作目と作型が同じ栽培する農地が複数あれば、所在地欄に地番を複数記載する。

月

1

基幹農作業期間
※１

延 べ 作 業 時 間 作業者数 使用施設
・施設名

備　　考※２旬

4

5

6

7

基 幹 農 作 業 従 事 計 画

8

9

10

11

12

2

農地所在地※３：作物名：

3



(作業者×作業時間) (人)

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

上

中

下

※１　耕作を行う作物の主な農作業（水稲の例：耕耘、育苗、田植え、収穫、乾燥調整）

について、農作業期間を明示し、作業名を記入する。

※２　農作業を委託する場合：備考欄に委託先名、住所、電話番号を記入する。

※３　農地の所在地毎（既に借入している農地を含む）に計画を作成する。

　ただし、作目と作型が同じ栽培する農地が複数あれば、所在地欄に地番を複数記載する。

基 幹 農 作 業 従 事 計 画

月

作物名： 農地所在地※３：

旬
基幹農作業期間

※１
延 べ 作 業 時 間 作業者数 使用施設

・施設名
備　　考※２

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12


